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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

新
米
猟
師
に
オ
ス
ス
メ
わ
な
猟×

〇
〇

〜
調
査
と
リ
ス
ク
管
理
を
兼
ね
て
〜

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　講
師
●
新
津

　裕

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ
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　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

【恵みの森づくり推進課】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8472 恵みの森づくり推進課恵みの森づくり係まで

【事業目的】
　県では、魚類生息環境の維持・改善を推進するため、魚道（魚類等が堰堤を行き来するための通り道）の整備
により、堰堤等を挟んで分断された上下流の水生生物の移動経路を確保し、効果的な資源増殖を促進してきました。
本事業では、魚道の状態の把握と適切な維持管理によって、河川の連続性の確保を図り、魚がすみやすい環境の
創出を図ります。

【事業内容】
●県民協働で年1回程度、農業用取水堰堤に設置されている魚道の点検を行い、機能

が低下していると判断された魚道内における堆積土砂の除去や改修工事等を行い、
魚道の機能回復を行っています。

●機能回復を行った魚道において、魚類の遡上調査を実施し、改善効果の検証を行っています。
　→令和２年の調査では、魚道下流に放流した魚の約32%が24時間以内に魚道上流へ遡上したことを確認し、機

能回復の効果を確認しました。

河川魚道の機能回復事業

機能回復後の魚道
（前川（郡上市））

遡上状況調査
魚道の下流に魚を放流

遡上状況調査
魚道の上流に遡上した魚を採捕

（採捕した魚は再放流）

遡上状況調査
魚道の上流に遡上した魚を確認

林道沿いで発見した「ニホンジカ」その傍らには樹皮を
剥がれたヒノキが目立ちます。生息数が過密な場所で
は、下草が生えずに木が育たない場所もあります。

獣道は複数の生き物が時間帯をずらして利用してい
る。通常は足跡などの痕跡から生き物を特定するが、
時間帯や行動を映像で確認できるのがトレイルカメラ
の最大の魅力。
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す
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仲
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。
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猟
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国
で

す
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森
林
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積
は
お
よ
そ
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，
５
０
０
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ha
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国
土
面
積
の
約
２
／
３
が
森
林
と
い
う
、
世

界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
森
林
率
を
誇
り
ま

す
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日
常
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で
も
山
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目
に
入

る
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多
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は
な
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し
ょ
う
か
。
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豊
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あ
り
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踏
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光
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０
０
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。
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す
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た
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免
許
を
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得
し
、
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く
り
罠
で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲
を

行
い
ま
し
た
。
と
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ろ
が
、
自
然
相
手
・
生

き
物
相
手
な
の
で
な
か
な
か
思
い
通
り
に
は

な
り
ま
せ
ん
。「
こ
の
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所
な
ら
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日
に
は
か

か
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だ
ろ
う
！
」と
思
っ
て
い
る
と
、
１
週

間
た
っ
て
も
か
か
ら
な
い
。「
試
し
に
か
け
て

み
る
か
」と
思
っ
て
設
置
す
る
と
、
そ
の
日

の
う
ち
に
捕
獲
で
き
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
事

の
繰
り
返
し
の
日
々
で
し
た
。
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る
た
め
の

　
ア
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テ
ム

わ
な
で
捕
獲
を
す
る
に
あ
た
り
、
最
も

困
る
の
は
錯
誤
捕
獲
で
す
。
捕
獲
予
定
で
な

い
獣（
カ
モ
シ
カ
等
）を
わ
な
で
捕
獲
し
て
し

ま
っ
た
場
合
、
放
獣
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
放
獣
の
際
は
怪
我
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
、

自
身
も
怪
我
を
し
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意

を
払
う
必
要
が
あ
り
、
極
力
避
け
て
通
り
た

い
現
象
で
す
。

そ
こ
で
、
狩
猟
免
許
の
取
得
と
狩
猟
登
録

を
し
た
学
生
と
猟
場
で
わ
な
を
仕
掛
け
る
際

に
は
、
予
定
箇
所
へ
事
前
に【
ト
レ
イ
ル
カ

メ
ラ
】を
設
置
す
る
事
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

事
前
に
獣
道
に
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
現
在
そ
の
場
を
通
っ
て
い
る
の
か
の
確

認
と
、
ど
ん
な
生
き
物
が
そ
の
場
を
利
用
し
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